
第５学年 算数科学習指導案

１ 単元名
円と正多角形

２ 単元の目標
円と正多角形について，正多角形の構成や作図などの活動や円周の求め方を考えること

を通して，平面図形の理解を深めるとともに生活や学習に活用しようとする態度を養う。

３ 本時の学習
（１）目標

直進と回転の命令を組み合わせ，正多角形を作図するためのプログラミングを作る
ことができる。

（２）プログラミングを取り入れる効果
児童の算数に対する学習意欲を向上させるとともに，問題解決能力や論理的思考能

力を育成する。
（３）展開

学習活動 ・指導上の留意点（◇評価）

１ 本時のめあてや学習課題を確認する。
正三角形と正方形の内角の大きさを ・ 三角形と四角形の内角の和がそれぞ

求める問題を解き，多角形の内角の和 れ１８０°と３６０°であったことを
について学習したことを確認する。 確認させる。

図形をかくプログラムをつくろう

２ ピョンキーの基本操作を知る。
プログラミングブロックのつなげ方，・ それぞれのブロックによってどのよ
外し方，消し方，実行やリセットのし うな動きをするか確認させる。
かたを知る。 ・ ピョンキーを動かすときは向きがあ

ることに気づかせる。

３ 正方形のかき方を考える。 ・ 繰り返しのブロックの使い方を確認
正方形の辺の数が４本，角の大きさ させる。

がすべて９０°であることをもとにし ・ 画面からはみ出さないよう適切な線
て考える。 の長さを示す。

◇ プログラミングに興味をもち，いろ
いろな試行を繰り返しながら取り組も
うとしている。 【態度】

４ 正三角形のかき方を考える。 ・ 「６０°回す」ことではうまく正三
正三角形の辺の数が３本，角の大き 角形がかけないことを確認させ，何度

さがすべて６０°であることをもとに 回せば正しくかけるか考えさせる。
して考える。また，辺の長さを変えた ・ １８０°から角の大きさを引いた角
場合も実行する。 度を回すとうまくかけることを確認さ

せる。

５ さまざまな正多角形のかき方を考える。 ◇ 正多角形に外角に注目すればよいこ
様々な正多角形をかくプログラムを とに気づき，回転角の大きさを考えて

考える。これまでの結果を表にして， いる。 【思・判・表】
ノートにまとめる。また，回す角の大
きさのきまりを考える。

６ 本時のまとめ ・ 正多角形のきまりをもとに，さまざ
正多角形をかくプログラムをつくるには， まな正多角形をかくことができること

「回す角の大きさ＝３６０°÷くりかえす回数」 を確認させる。
をもとにして考えることができることを確
認する。

４ 本時の評価

「十分満足できる」 正多角形の回す角の大きさについてのきまりを説明し，さ
と判断される状況 まざまな図形をかくプログラムをつくることができる。

「おおむね満足でき 正三角形をかくプログラムをつくるとき，回す角度を求め
る」状況を実現する るには，１８０°から内角の６０°を引けばよいことを理解
ための手立て し，正しく実行することができる。


